
令和８年１月３０日（金）

　　　北区立谷端小学校
　　　　校長　 清水　智子

２月号（No.４９４）

1 2 3 4 5 6

1 日
2 月 5 5 5 6 6 6 安全指導　Q-Uテスト③（始）

3 火 5 6 6 6 6 6
読み聞かせ（２年２校時、１年３校時）
昔のくらし体験・飛鳥山博物館見学
（３年２～４校時、給食あり）

4 水 4 4 4 4 4 4
午前授業
読み聞かせ（５年２校時、６年３校時）

5 木 4 4 5 4 4 4 校内研究⑨（３年５校時）

6 金 4 4 4 4 4 4 午前授業　読み聞かせ（４年４校時）

7 土
8 日

9 月 5 5 5 5 6 6
委員会活動⑩　ふれあい月間（始）
幼保交流滝野川西保育園（１年３・４校時）

10 火 5 6 6 6 6 6 避難訓練⑩

11 水 建国記念の日

12 木 5 5 6 6 6 6

13 金 5 5 5 6 6 6
クラブ活動⑩（反省）　Q-Uテスト③（終）
ウクレレ（５年２校時）
幼保交流うぃず滝野川保育園（１年３・４校時）

14 土 3 3 3 3 3 3 土曜授業日⑥公開⑤ 演劇鑑賞教室

15 日
16 月 5 5 5 5 5 5 校内研究⑩（研究全体会）

17 火 5 6 6 6 6 6 あいさつ運動①　フランス学園交流（５年）

18 水 4 4 5 5 5 5 あいさつ運動②

19 木 5 5 6 6 6 6 あいさつ運動③

20 金 5 5 5 4 5 4
あいさつ運動④　ふれあい月間（終）
ウクレレ（５年２校時） 都算研研究員発表会

21 土
22 日
23 月 天皇誕生日

24 火 5 6 6 6 6 6 あいさつ運動⑤　社会科見学（３年）

25 水 4 4 5 5 5 5 あいさつ運動⑥　チャイルド班遊び⑨（朝）

26 木 5 5 6 6 6 6 あいさつ運動⑦

27 金 5 5 5 5 5 6
６年生を送る会（３・４校時）
６年生との交流給食　卒業を祝う会(6年)

28 土

３月(第１週)の予定表
1 日
2 月 5 5 5 6 6 6 安全指導

3 火 4 4 4 5 5 5
保護者会（１２３年生13:30、４５６年生14:30）
読み聞かせ（２年２校時、１年３校時）

4 水 4 4 4 4 4 4 午前授業　読み聞かせ（３年２校時）

5 木 5 5 6 6 6 6 おなか元気教室（１年３校時）

6 金 5 5 5 5 6 6 委員会活動⑪（反省）

7 土

、

日 曜 ２月の予定表
授　業　時　数

新しい谷端小学校の顔

となる、校舎正門側の校

名プレートができました。

今までの伝統や学校の

文化を受け継ぎつつも、

未来を予感させるような

シャープなデザインです。

少しずつ学校が完成に近

付いていきます。

http://www.city.kita.tokyo.jp/gakkoshien/kosodate/shogakko/gakkojoho/kuritsu/yabata/index.html

学校HPのQRコード

〒114-0023 東京都北区滝野川7－12－17 ０３（３９１６）１１５５

好きを育み、得意を伸ばす教育を目指して
校長 清水智子

暦の上では間もなく立春を迎えます。日本列島は厳し

い寒波に見舞われましたが、梅のつぼみは膨らみ始め、

寒さの中にも春の訪れが感じられるようになりました。

さて、先日の学校評価（保護者・地域の皆様へのアン

ケート）につきましては、たくさんの皆様にご協力を頂

き、ありがとうございました。この結果は学校評議員会

で検討させていただき、来年度の教育課程に反映させて

いただきます。ご回答頂きましたことに、心より感謝申

し上げます。

学校評価アンケートの体力向上の項目の結果では、子

どもの肯定的な回答と保護者、地域の皆様の回答に30ポ

イント以上の違いがみられました。子ども達は、進んで

運動し、体力を向上させようと取り組んでいると感じて

いますが、保護者や地域の皆様は、そのように感じてい

ないという状況が分かります。リノベーション工事で、

体育館やプール、校庭が思うように使えない状況にある

学校の環境を心配してくださっている保護者や地域の皆

様の思いが伝わり、有難いと感じました。一方、子ども

達は、このような制約された環境下であっても、体を動

かしている、思い切り遊んでいると感じていることも、

非常に有難いことだと感じました。

昭和の時代、路地裏の小さな空き地や軒下で、三角

ベースをしたりゴム段や缶けりをしたりしながら、時間

を忘れて遊んでいる子ども達がいました。子どもは、遊

びを生み出す天才です。令和の時代であっても、そこで

できる遊びを次々と工夫し、楽しむことができるのだな

と感心しました。

学習においても、「分からない」「できない」だけで

は、問いにはなりません。「分からない」「できない」

を「分かりたい」「できるようになりたい」と思った時、

子どもにとって「未知」であったものが「問い」として

動き出します。子どもの驚きや発見から好奇心を呼び覚

まし、問いを発芽させることが大変重要であると考えて

います。制限された中で生まれた子どもの遊びも「でき

るようにしたい」「楽しみたい」と工夫したら「でき

た」という過程で、楽しさの質が高まっていったのでは

ないでしょうか。

次期学習指導要領でも、「好きを育み、得意を伸ばす

教育」が求められています。「分かりたい」「できるよ

うになりたい」という気持ちが、驚きや発見、好奇心に

よって磨かれ、成果として結実する教育課程を目指して、

来年度に向けた準備をしていきたいと考えています。今

後も、保護者や地域の皆様による子ども達への温かなま

なざしをお借りしながら、子ども達が挑戦し続けること

ができるように努力して参ります。

ぼだいじゅ


